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「食料安全保障とJICAの取組」

2024年1月22日

JICA経済開発部 下川 貴生



世界の貧困・飢餓状況
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FAO：The State of Food Security and Nutrition 

in the World 2023
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・COVID-19以降の栄養不足人口反転増（約8億人）

https://www.fao.org/documents/card/en?details=cc3017en
https://www.fao.org/documents/card/en?details=cc3017en


FSIN: Global Report on Food Crises 2023
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アフリカ等の 58 国/地域で約 260 百万人が深刻な食料不安に見舞われた

https://www.fsinplatform.org/global-report-food-crises-2023


食料危機の主な要因（primary drivers)
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①紛争・治安情勢の悪化（conflict/insecurity）：19 国/地域（117.1 百万人）
②インフレ・不況等の経済ショック（economic shocks）： 27 国/地域（83.9 百万人）
③旱魃・洪水等の気候異変（weather extremes）：12 国/地域（56.8百万人）



2023年：食料安全保障と国際協力の動き（例）

• 2023 年 5 月：G7 広島サミット
➢ 「強靱なグローバル食料安全保障に関する広島行動声明」

• 2023年6月閣議決定：改定開発協力大綱
➢ 「食料・エネルギー安全保障など経済社会の自律性・強靭性」の取組強
化を明記

• 2023年12月COP28：「農業、食料と気候に関するCOP28 UAE宣言」
➢ 農業と食料システムに関し、「温室効果ガス・食品ロス削減、生態系損
失・劣化を抑え、回復力、生産性、生活、栄養、水効率、人間・動物・生
態系の健康を強化する活動促進」を宣言。
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Prosperity（豊かさ）、People（人々）、Peace（平和）、Planet（地球）の四つ
の切り口で20の事業戦略「JICAグローバル・アジェンダ」を設定

JICAの取組：グローバル・アジェンダ（JGA）
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農業・農村開発（持続可能な食料システム）

独立行政法人国際協力機構（JICA）は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 Cover Photo ─CARDによる稲作振興支援を受けるタンザニアの農家。

JICAグローバル・アジェンダ
開発途上国の課題に取り組む20の事業戦略

生産技術の開発や普及、効果的な流通体制の構築を通じて農・畜・水産業の生産性を高め、

農村部の貧困削減と経済成長を推進します。それとともに、気候変動への対応や

食品ロスの課題にも取り組み、食料の安定的な生産・供給に貢献します。

開発途上国の「食」を 支える

小規模農家の所得を向上させることで

農業をビジネスへ発展させます。

みんなが豊かになる

農業を実現し

貧困と飢餓をなくす



「農業・農村開発」JGAの概要
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JICA食料安全保障イニシアチブ
-パートナーとの協働による食と農業開発を通じた「人間の安全保障」の実現-
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https://www.jica.go.jp/activities/issues/agricul/__icsFiles/afieldfile/2023/08/28/leaflet.pdf
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